
「音楽大学卒」を活かすために教職員ができること
― 芸術系大学の事例から考えるこれからの音大キャリア支援 ―

伊藤華余子

はじめに

　近年、大学のユニバーサル化が話題に上がる。アメリカの社会学者のマーチン・トロ
ウ（1976）が、高等教育の進学率が15％を超えると「エリート段階」から「マス段階」、
50％を超えると「ユニバーサル段階」へ移行し、「エリート段階」よりも中途退学者が増
加することや共通の一定水準の消失等、高等教育のあり方が変化すると述べた。ユニバー
サル化と共に、日本では、不本意入学者についての話題がしばしば上がる。不本意入学と
は、希望しない大学に進学した学生のことを指し、（1）第一志望不合格型、（2）合格優先
型、（3）就職優先型、（4）家庭の事情型、（5）学歴目的型　の5つのタイプに分類できる
（小林，2000）。最近は、大学入試制度の改革により、大学入試センター試験などの存在が
明確な序列化を生み出したと考えられ、統一試験は大学序列化だけでなく大学評価基準も
一元化し、このことが不本意入学者という負の産物を生み出しやすくしてしまったと指摘
している（竹内，2014）。
　2020年から継続するパンデミックは、多くの学生への学生生活の充実度、あるいは進路
選択に大きな影響を及ぼしたと考えられる。2022年春卒業予定の高校生の進路選択に新型
コロナウイルスの感染拡大が大きな影響を及ぼし、全国2割以上の高校で都道府県外への
進学を希望する生徒が減っていることが、株式会社さんぽうの調査で明らかになった。都
道府県外の大学への進学については、22.4％の高校が「減った」と答え、「増えた」と回
答した高校を上回った。2020年4月の第1回緊急事態宣言で都道府県境を越えた移動の自
粛が呼びかけられたことも影響しているとみられる。さらに、コロナ禍での家計困窮など
もあり、志望校の変更が増加傾向にあり、結果として専門学校進学希望者の増加につながっ
ている。
　一般的に、不本意入学者は、大学入学後も大学への適応感がないケースや、GPAの低さ、
中退学の発生等問題が挙げられている。不本意入学が後の大学生活への影響を及ぼすとす
るならば、就職に関する不本意感は、今後のキャリア形成にどのような影響をもたらすの
であろうか。大学入学に関する不本意感や、大学の序列が就職活動にも影響を及ぼしてい
ると考えられる先行研究も見られる。葛城（2018）は、ボーダーフリー大学の実態として
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「基礎学力欠如、学習能力欠如、学習への動機づけ欠如」（p.111–113）を挙げており、ま
た、大学の偏差値や入学難易度によって「受験学習をまったく経験せずに選ばれてしまっ
たノンエリート層」（居神，2010）たちは就職活動を前に、基礎学力の低さから例えば筆
記試験を通過できない、アルバイト等の面接に不採用になる等、社会に出るにあたっての
スキル不足を指摘されることがあることと、ホワイトカラー層への就職が期待できず、フ
リーターを生み出す可能性も示唆している（居神，2010）。他方、音楽大学等の専門大学は、
志を持って入学をする学生が主体であるため、その点は一般大学と異なるが、例えば国公
立大学を不合格になったケース、首都圏の音大を志望したが願いが叶わなかったケースも
少なからずあると考えられる。不本意入学だとしても、「音楽」という目的を持ち、音楽
を究めることを目的として入学している学生たちには、音楽活動を経て得た、偏差値で測
れないジェネリックスキルを持ちわせており、大学教職員は音楽スキルだけでなく、学生
個々の個性、ジェネリックスキルを更に高める役割を担っているのではないだろうか。勿
論、そのためには、「教員だけ」の関りではなく、「職員」及び関わる全てのスタッフが、「学
生の成功」を考えてサポートする必要があると考えられる。
　現在名古屋音楽大学で、キャリア関連講義とキャリア支援センターでの学生面談、就職
活動講座を担当している筆者は、勤務を始めてから学生がぶつかるキャリアの問題に直面
をしてきた。教員を目指すが正規採用に至らず涙を流す姿、周りの空気感から志望する一
般企業就職へのしづらさを感じて悩むケース、一般企業就職を望むもののご両親のご意向
で断念をせざるを得なかったケース、ご両親を安心させるために音楽を諦めて就職を決断
する学生も見られ、そのたびに筆者自身ができることは何なのかを考えさせられた。不本
意な「就職」にならないように、できるだけ学生の本心を知り、できるだけ彼らの意向に沿っ
たサポートを考えるが、そのためには学生自身がまず自分自身を信じ、音大生であること
を誇りに感じた上で将来のキャリアを考える必要があると考える。
　このことから本稿では、「学生の成功」を共通目的とし、他大学では芸術系学部のキャ
リア支援をどのように展開をしているのか、またその課題が何であるのかを先行研究に
よって明らかにし、今後の名古屋音楽大学でのキャリア支援に活かしていこうと考える。

1．芸術系大学における現状と課題

　他大学、特に芸術学を中心としてキャリア支援への取り組みや課題について明らかにす
る。新谷（2020）によると、調査した芸術系私立大学では、「保護者からも高校からも就
職率についてあまり問われない」（p.36）ことを挙げており、専攻によってプロの芸術家
を目指す割合は異なるものの、進路未決定のまま卒業することへの違和感がないことを述
べている。また、芸術系大学では就職活動をすること、就職をすることが一般的ではなかっ
たことから、「就職活動を行うこと自体が特別視されていた」（p.36）としており、あわせて、
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レッスン等教員とスケジュール調整が難しいこともあり教員の理解が得られないという声
を取り上げている。宮永ら（2017）は、美術大学の事例を取り上げ、工芸科では学生が、「自
らの学んでいることと社会との接点が見出しにくい」（p.58）ことから卒業生の講演を行い、
学生のキャリア意識の形成に努めた。その結果、聴講した学生は就職について前向きに捉
えたり、将来像が明確になるなど、有意義であったと感じ、一定の効果が見られた。
　喜始（2014）は美術系学科では「就職を「制作の休止・趣味化」とする独特な意味づ
け」（p.51）があるとし、その背景として「自ら作家でもある実技系教員や強く作家志望
の学生から就職に対する抵抗感の言明がなされる場合もある」ことを指摘している（p.51）。
その上で実際芸術家として活躍する方への調査では、活躍するためのスキルの1つとして
「自分自身を見せるという術」（p.53）を鍛えていないことを述べ、大学時代に芸術家とし
ての技術と共に実践的な見せ方や仕事を得るノウハウなどについても学ぶべきであること
が挙げられている。海外では、このノウハウについてもレクチャーをしている。大島（2019）
によると、海外の音楽学校でのキャリア教育について取り上げている。アメリカのイース
トマン音楽院では、音楽起業家としての心構え、模擬オーディションや、「自分のメッセー
ジを最良な形で伝達する方法」（大島，2019）、マナーも提供をしており、イーストマン音
楽院では、「市民音楽家（アーティスト・シチズン）として、音楽演奏 を通して社会変革
や暮らしの向上を促進する企画を立て、実際に取り組む」こと（p.70）を通して実際に企
画力を高め、実践する場を作っていることとあわせて、プロとして音楽活動をしている方
をゲストスピーカーを迎える講座も行っているという。演奏家として活動をする上では、
自身という商品をいかに外部にアピールできるかも大きな課題である。これらについても、
大学のキャリア教育、及び専門講座の中で身につけるべき点なのではないかと考えられる。
　一般企業などの組織で働く上で必要なスキルについてはどうであろうか。森田（2015）
は、芸術学部で身につく能力のうち、採用したいと感じる能力について挙げている。そこ
には、「実践力、粘り強さ、柔軟性、発想力、正解のない仕事（課題）に取り組む力、専
門性とマルチな能力、マネジメント力、表現力、コーディネート力、経営的センス、メディ
アデザイン力」（p.132）が上位10位であり、芸術関連、あるいはそれ以外の企業によって
ランキングされている。この力の中は、音大でも身につくと考えられ、芸術系企業、ある
いは一般企業でも音大卒は充分に求められると考えてもよいのではないだろうか。また、
森田（2015）は、大学入学時から行う教育として、基礎学力の向上やマナーと共に、「専
門的な知識や技能に加え『一般的なジェネリックスキル育成』」（p.135）によって、「芸術
関連の業種、そして芸術関連以外の業種においても、活躍のフィールドが広がると考えら
れる」と述べている。
　企業側の意見として大内（2016）は、音大生を積極的に採用する企業の意見として、「めっ
たなことでは辞めない、根性がある」（p.78）と述べているが、音楽の世界は性差がなく、
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実力主義の世界で、年齢も性別も関係がない。「そもそもダイバーシティな世界」であり
（p.65）常に競争社会に身を置いてきている。多くが幼いころからその世界で切磋琢磨し
ている音大生は、企業でも活躍できる素養の1つがすでに身についていると言える。それ
では名古屋音楽大学ではどのような取り組みがなされているのか。

2．名古屋音楽大学のキャリア教育で扱う「社会人基礎力」

　筆者は2013年より、名古屋音楽大
学でキャリア関連科目を担当してい
る。
　「音楽と人生」では2年生、3年生
を対象に、また「キャリア教育論」
では教職課程を選択した1年生を対
象に実施しており、その目的は異な
るように思われるが、筆者は授業の
中で「自身のキャリアを考える」こ
とを1つのメッセージとして伝えて
いる。そのために重要だと考えるの

は、社会人基礎力の現在地を確認し、それを意識して伸ばしていくことである。
　この社会人基礎力とは何か。経済産業省によると、『「社会人基礎力」とは、「前に踏み
出す力」、「考え抜く力」、「チームで働く力」の3つの能力（12の能力要素）から構成され
ており、「職場や地域社会で多様な人々と仕事をしていくために必要な基礎的な力」』をさ
し、2006年に提言されたものである。近年では、人生100年時代と言われるようになり、
これまでのように60歳の定年を迎えたあとは悠々自適な暮らしを送る時代ではなくなっ
た。これは日本人の平均寿命が延びたことだけでなく、年金が充分に支給されづらい世の
中になり、一般的な定年後も引き続き何らかの形で就労をし、金銭を得る必要があること
も背景にあると考えられる。学生たちが今でいう「定年」を迎えるころには、今よりも複
雑で不安定な社会になっているのかもしれない。いかなる時代であっても、いかなる状況
であっても活かせる力を学生時代に身につけ、伸ばすこと。またそれを自身が「強みであ
る」と理解し自信を持って社会に出ることができるように支援することが、授業を通して
求められた責務であると感じている。当該授業に留まらず、就活講座の中でも折に触れて
自身の社会人基礎力に焦点をあて、今の立ち位置や伸びしろを考えるワークを取り入れて
いる。また、「音楽と人生」では、社会人基礎力を各自測定するとともに、親しい友人や
家族からその力の他己評価を貰い、自己評価とのズレ、一致点とその理由を考える時間を
設けている。本稿第1節で森田（2015）が触れた、マナーについても席次や立ち居振る舞い、

（経済産業省「社会人基礎力」より引用）
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敬語などについてもクイズ形式で理解を深めたり実践する時間を設け、音楽のスキルだけ
でない人間力を伸ばすように、そして各々が自信を持って社会に出ていくことができるよ
う極力サポートしたいと考えている。履修学生が毎年50名程度を越えるが、1人1人の学
生の成長や、筆者が感じた点についてはなるべくフィードバックし、学生自身が授業を通
して成長を体感できるような働きかけも行っている。
　就活講座ではノウハウ提供をするだけではなく、その実践練習を通して、各々が自分の
キャリアに向き合えるようなワークや、迷いがあったり自信を無くしている学生にはキャ
リア面談への誘導を行い、個別に会話する時間も設けている。就活はゴールではなく社会
への入り口に立つ権利を得ただけであるため、「学生の成功」として、納得いく就活を行
うだけでなく、自走できる力を養うことも必要であると考える。しかし、この「学生の成功」
において、キャリア支援センターや筆者というキャリア支援者だけでは物足りないものと
なる。音楽業界の知識は当然のことながら教員の皆さんと比較して乏しく、教員が経験し
てきたモノを学生に教示し、進路に迷う時は適宜情報提供をしながら、学生の背中を押し
ていただけると良いのではないだろうか。

3．名古屋音楽大学のキャリア支援をどう展開するのか

　これまで多くの学生との対話の中で学生が就活をするにあたり、また働く上で「音大卒
であるメリット」を感じていたことがわかった。例えば、就活のシーンでは「音大卒とい
うだけで目立つ」「ガクチカ等話す内容が他者と被らない」「緊張しない」ことがしばしば
挙げられ、就職した後、働く上では「忍耐力」「目上の方との接し方」「やりきる力」を挙
げている卒業生が多い。ところが、就活前の学生は、「音大卒であるデメリット」を感じ
ていることが多かった。というのも、就活の知識が圧倒的に少ないと捉えていること、大
学での活動が多いため時間の捻出が難しいと捉えていること、音大と一般企業の親和性が
ないため受け入れてもらえないのではないかとの3つの大きな疑問を抱えていた。卒業生
らの声を就職活動中の3年生に共有をしたところ、彼らが考えていた「音大卒は就活にマ
イナスである」という固定概念を打ち崩すことができたようであった。また、4年生で第
一志望の企業に就職が決まった学生は、就活の前半では一般大学の学生の受け答えに無理
やり合わせようと思ったことがあったという。しかし、面接を進める中で、面接官からの
音大への好意的な態度から、「自分は自分でよい」という心境に変化し、そこからは音大
生であることを武器に、面接に挑んだところほとんどの企業で最終面接まで進むことがで
きたという。これから就活を迎える3年生にとって、身近な先輩の体験談の影響は大きく、
聞いた直後から前向きな気持ちになり、「自分でもできる」という自信を得た学生も多かっ
た。この「自分でもできる」という自己肯定感を育成する土壌は音大に多数ある。1つ1

つの演奏会、試験、伴奏、コンクール出場、ボランティアでの演奏活動、また教員とのレッ
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スン等、一般大学にはない活動も多い。4年間の音大生活を通してそれぞれが「自分でも
できる」という思いを心に育て、伸ばし、花を咲かせていかれるようにキャリア教育に関
わる教員だけでなく、全学でサポートし、卒業式を迎えさせることが求められるのではな
いだろうか。

おわりに

　これらの先行研究を通し、多くの芸術系学部で学ぶ学生たちや教員は、彼らのキャリア
形成について悩み、時代に即した対応を行ってきたと考えられる。しかしその中でも、こ
うあるべきという固定概念に縛られて、学生も苦しみ、また教員も、本当に望む形に気づ
きながら適切な支援が出来ていない可能性も否めない。人生100年時代、人がそれぞれキャ
リアに向き合う時間が長くなっている。学生がどうなりたいのかを考えてそれを追求でき
る土壌を作り、心からの支援を行うこと（物質的、精神的なもの両面で）が必要であると
思われる。
　大学の専攻に縛られて、また大人の意向で進路疎外をすることは望ましくなく、学生本
人が自分の長い人生を俯瞰してみた時に、「どうなりたいのか」を考え、自分で決断がで
きることが望ましい。しかし、20年程の人生の中で持ちえた知識や経験、人脈によって必
ずしも必要な情報が学生個人の中に存在するとは言い難い。そこは我々キャリア支援者、
あるいは教員がサポートする必要があると考える。しかしそのサポートは、学生の為でな
くてはならない。仕事は生涯1つのものではなくなり、複数のキャリアを持つことも稀で
はない。どのような職場であっても、環境であってもその人らしく、自信を持って働く為
に、音大で得たチカラはきっと活きるはずである。そしてそのチカラがある学生と共に学
べることを教員自身も誇りに思い、そのチカラを伸ばす支援をしていきたいと考える。
　では、「学生の成功」とは何だろうか。米国の研究者らは「学業成績、教育目的に沿っ
た活 動への参加、満足感、望ましい知識・技能・能力の獲得、持続性」（Kuh, 2006）、「知
識の取得と認知能力の発達、様々な形の心理社会的な発達、道徳的推論能力の向上、態度
や価値観の形成・洗練・適用、教育の達成、経済的・職業的報酬、生活の質」（Terenzini, 

2007）と定義している。私たちは改めて、「学生の成功」の為に、教員と職員が手を合わ
せて支援していかねばならないのであろう。
　今後は、音大生がそれぞれの力を活かして進みたい道に進むために全学でどう支援すべ
きかを改めて検証していきたいと考える。
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